






















さて､r天工開物｣刊行前年の1636年 (崇禎9)､宋応星は政論集 r野艶lを著述したoこの r野鼠l





訳注の原本としては､上海人民出版社刊行の r明 宋応星侠%TtPg種 野議 ･論気 ･談天 ･思憐詩j
の中の (野議)を使う (任6)Dまた､以下に宋応星の略年表と彼の生涯や r野議｣に関連する園を添
付するので､参考にして頂ければ幸いである｡
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① 自然科学 技術 r天工開物｣r紋象jr楽律｣ ②静作 r思憐詩｣ ③政論典 r野識｣
④ 歴史学 r春秋戎秋解｣ ⑤文学創作 r実利集｣ ⑥雑文般 r雑色文Jr原耗｣





















1593年 (万暦21) 9才年上の兄宋応昇 (1578-1646)と共に､奉新県本郷で叔祖父宋和塵の学塾初級
班で学ぶ 〔館師は族叔宋国離〕
1595年 (万暦23) <マッテオ リッチ､江西省南昌に居を構える (～1598年)> (*図2参照)
1596年 (万暦24) 引き続き奉新県北郷の学塾初級班で学ぶ
く財産杜打開の為,明政府は昏官を派遣して鉱山に開採を命ず 鉱税の禍>
1597年 (万暦25) 高級班に移り学ぶ 〔館師は本省新建の学者鄭良知 (注1)〕
1602年 (万暦30) 兄応昇と共に奉新県学に入り厚生となる (在約9年) (*図3,図4参照)
1604年 (万暦32) <願意成 ･高馨龍ら､無錫で東林昏院設立>
1610年 (万暦38) 香水の産生劉同升 (注2)と友になる
1611年 (万暦39) 県学を卒業O郷試に参加する資格を得る
1612年 (万暦40) 兄応昇と共に南昌に赴き江西省の郷試に参加するが､2人とも不合格




宋応星 r野謙｣訳注 (1) 加計三千代
*図2 マッテオ .リッチの経路<マカオから北京まで>*○印が宋応星の出身地南昌





1617年 (万暦45)南昌の著名な学者静El敬 (注6)が九江府故山白鹿洞督院 (注7)洞主に任ぜられた｡










1626年 (天啓6) <高額髄 黄尊素 周順昌 李応昇ら兼林七君子被逮殉杜>
1627年 (天啓7) <天啓帝没｡崇禎帝即位｡親忠賢派への追及始まり､執忠賢自殺>
1628年 (崇禎1) 応星は､京師へ5度目の会試に赴くが不合格 (応昇も不合格)
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宋応星 r野汲]訳注 (i) 加計三千代
<張樽 ･張采ら､燕台十子之盟を唱う (復杜始成)>
1629年 (崇禎2) 次兄宋応鼎死去 (48歳)､父宋国霧死去 (84歳)
1630年 (崇禎3) <張献忠､陳西省で挙兵>
1631年 (崇禎4) 応星は､京師へ6度目の会試に赴くが不合格 (応昇も不合格)｡これ以後､科挙受
験は断念 (注10)
1632年 (崇禎5) 生母裁氏死去 (78歳)
1634年 (崇禎7) 応星は､江西省衰州府分宜県学教諭となる
1636年 (崇禎9) 3月､分宜県令曹国鉄の励ましの下､政論集 r野議｣を出版したO同時に､自選詩
集 r思憐詩j52首を整理発表した｡また､友人の徐紹煙の資金援助の下で r蛮昔韓
正｣ (汰ll)を刊行




1638年 (崇禎11) 応星は､福建省汀州府推官となる (`有賢声､汀人肖像紀之')O応昇刊行の r方玉
堂全集Jを手伝い校訂した (r方玉堂全集Jは現存)
1639年 (崇禎12) <このころから全国的な飢催>
1640年 (崇禎13) 汀川府推官の職を辞去し江西省に帰郷oこの年､応昇主筆の r宋氏宗諮jが正式に
出版された (r宋氏宗詔｣は現存)











1663年 (清康幣2) 友の陳弘緒主崩の r南昌郡乗｣が正式に出版された (この中に応昇任は有るが､
応星伝は無い)





岸本美緒 宮嶋博史 ｢世界の歴史12 明清と李朝の時代｣､中央公論社､1998年､p445-p447
後藤基巳 山井湧編訳 r明末清初政治評論集J､平凡社､1971年､年表pl
第1苧 任
(1)鄭良知は､(生投)1558-1638年 (辛)未核 (号)玉笥 (出身)江西省新建県 (科挙)1612年挙人､1613
年進士 (主な耽務)広東布政イ鮎 1621年福建に在任中､劫忠賢等脱党に逆らい官を辞して帰郷｡1628年､
宋応昇 応星たちは新建の部良知宅を訪ね､部良知の七十大帝を祝った｡

























末広星 r野謙｣訳注 (1) 加計三千代
之龍､外連諸鎖劉津浦､劉良佐等､謀捜朝椎､深忌日解｡ ･｣

























(6)野E]敬は､(生没)1558-1636年 (辛)元直 (号)硝石 (出身)南昌 (科挙)1589年第二名挙人､1592


































































































世道についての ｢談｣があるDだが.その ｢野｣(田舎)からの ｢謙｣もさして悪いものではなく､
朝議を傷つけることはない｡人生は ｢胆力顔面｣であり､それこそが政治を定めるC(私は)かつて
宮殿の前に伏して摘果の雷を上奏したいと思ったが､その ｢胆力｣がない .また役人を批判して重




































3 推官 知県から科道官を選出することO彼らは ｢世務に暗耕し､民情を熟談している｣という




















































































































































































































末広星 r野外｣訳注 (1) 加計三千代
左敗者笛五百､昔斬右敗者棄市､富右祉者既娯其命､苔捷者在往垂死､雄有理刑之名､其蟹殻也O宙
此之時､民皆思復肉刑O室紫蘭元年乃下詔ET､加苔興亜非無輿､幸而不死､不可鳥民｡乃定律乃減等
軽‡垂､自是之後､苔者得全O以此言之､文帝乃重刑､非軽之也.以版致平､非以寛致平也｡必欲行暮
言､箇大定其本､傭人主師五帝而式三王｡盗亡薬之俗､遵先聖之風､棄萄全之政.蹟稽古之縦､復五
等之蕗､立井田之制､然後選稜契薦佐､伊呂薦輔､奨作而鳳風儀､撃石而百獣舞｡若不妹､別多烏累
而巳｡｣
考察と展望
第1輩で示したように､宋応星の師友関係については清吉星氏の r宋応星評伝｣等を基盤にして調
べているが､さらに各人の年譜などに当たると新たな繋がりが見えてくるoまた､第3章の ｢野議序｣
で宋応星がしきりに意識している陳啓新の上奏文については､清書星氏が引用している r明史｣の他
に､小野和子氏の r明挙党社考一束林党と復社-｣での詳細な記述などで､よりその複雑な背崇が把
撞できるようになったO次回以降も､r野議Jと宋応星の著述背景i･探りながら､｢世道講｣｢進身譲｣
｢民財談｣ と r野談Jの訳注を進めていきたいと思うO
